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『変われないの？飼われたいの？』 

 

先日、中学生が教えてくれた歌の歌詞にそんな

フレーズがありました。実際に聴いてみると、

主人公の孤独さと無力さが、私を切なくさせる

歌でした。その子は明るい歌が苦手で、ネガテ

ィブな内容の歌詞のほうがしっくりくるのだ

そうです。 

 

ポジティブな歌に励まされる人も居れば、そう

いう歌は逆に聴いていてつらくなる人も居ま

す。 

 

そして、「飼われたい」というようなお気持ち

を１０代、２０代の人からお聞きすることも、

実はそんなに珍しいことではありません。 

 

私は思わず、その中学生にあなたはどっち？と

訊いてしまいました。その子はうつむいたまま

「変わりたい」と答えました。 

 

私は毎日、沢山の「変わりたい」人たちとお会

いしています。 

 

「変わりたいのに変われないのはどうしてか」

と訊かれることがよくあります。 

逆に、「変わりたくないのに変わらなきゃなら

ない」という苦しさを打ち明けられることもあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

これらがすべてつながっているように私に 

は見えてしまいます。 

 

そもそも、なぜ人は「変わりたい」と思うので

しょうか。今の自分のやり方や考え方では、解

決できない問題がある時・・・誰かの思いに応

えたい時・・・ 

 

理由は人によって異なるかもしれません。自分

でもわからないけれど変わりたいと思う人も

いらっしゃいます。 

 

そもそも生命には、「変わろうとする働き」と

「変わらずにいるための働き」があるようです。 

 

前者は『成長』と呼ばれたり、『進化』と呼ば

れています。今までになかった能力や姿かたち

を手に入れて、生命はよりよく生きるために変

化する働きを持っています。 

 

後者の、変わらずにいるための働きは、『恒常

性』とか『種の保存本能』などと呼ばれること

があります。 

 

つまり、私たちは日々環境に適応するために変

化し続けながら、昨日までと同じ自分の状態を

保とうとしているのです。 

 

肉体的にも精神的にも『変わること』と『変わ

らずにいること』のバランスをとり続けること

で生命を維持しています。一見矛盾してみえる

ことが、根っこの部分でつながっているという

ことが生命活動にはよくあります。そして、

 

かわれる？かわれない？ 
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我々人間の悩みはこの矛盾の影響を多分に受

けていると思われます。 

 

「変わりたい」という思いもレベルがありまし

て、これが強くなりすぎた人は「死にたい」と

いうことになってしまったりもします。 

「死にたい」という人の気持ちにずっと触れて

いると、その人には途轍もない変化が求められ

ていることを思い知らされることがあります。 

 

私がクライエントさんたちとよくするお話し

に「人間の生命はふたつある」というものがあ

ります。 

ひとつは今お話したような生き物としての生

命です。もうひとつは、『社会的生命』という

ものです。 

 

この『ふたつの生命』を両立して維持すること

は、なかなか難しいように思います。 

 

職場での立場や成績を保つことで社会的生命

を活性化させている人の中には、身体を壊した

り、こころが鬱々としてしまう人がおられます。 

 

逆に、寝たいときに眠り、食べたいときに食べ

て・・・という生き物としての欲求を満たす生

活を続けたり、身体やこころに負担のかからな

いことを優先しておりますと、職場にしても学

校にしてもなかなか自分のペースには合わな

いことが多く、だんだんと億劫になり、引きこ

もってしまわれる人もおられます。 

 

どちらの生命も疎かにせず、バランスを取るた

めにはどうするか。そんなの簡単だとか、自分

はできていると仰る方はお気をつけください。

そういう方の周りには誰かが犠牲になってく

れているということがよくあります。 

そう。バランスを取るためには誰かと支えあう

ことが適しています。 

 

何かを変えたいとき、或いは変わらなければな

らないときには、他者の協力を得られることが

重要です。受験勉強にしても、ダイエットにし

ても、禁煙にしても、成功している人を見てみ

ると上手に誰かの力を借りている人が目に付

きます。 

 

上手に力を借りること・・・やはりバランスは

大切です。 

 

あまり他者の力ばかりをあてにしてしまうと、

身の丈を超える変化を求めて苦しくなったり、

ひとりで頑張る楽しさを忘れてしまったりす

ることもあります。 

 

冒頭に挙げた「飼われたい」という気持ちの一

部には、こうした不安感が影響していることも

あります。 

 

私のような仕事をしていると、そういう不安感

も、やがて安定するためのプロセスであること

を信じられるのですが、その最中に居るときに

は頭でわかっていても苦しいものです。 

 

そのように私が苦しいときには、仲間や家族に

支えられていることに気がつきます。 
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